
せいめいUM2025＠東京科学大学　2025.09.02

激変星の自律式観測システム「スマートかなた」の
「せいめい」への拡張の可能性
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「スマートかなた」とは：動機
• ターゲットは激変星 

• どのような追跡観測をすべき？ 

• 分光？　多バンド撮像？　連続撮像？ 

• 従来は専門家が意思決定を担う 

• 専門家が夜間、観測の現場にいないと
データが取れない 

̶> 追跡観測の意思決定を自動化したい
分光しよう！  

専門家の経験と知識

意思決定

専門家がいないと現場
で意思決定できない

あっ!  
新現象!

増光振幅？　 
静穏時の色？ etc..

新星？ 
WZ Sge型矮新星?



「スマートかなた」とは：システム
• ベイズ分類器で新天体の型を推定 

• ８特徴量（l,b,M_max, M_min, Ampl., g-r, r-i, i-z) 

• 5クラス（Nova, DN, WZ, Mira, Flare) 

• 情報理論の枠組みで、どのような追跡観測をするかの
意思決定 

• ３選択肢(B-V測定、EW(Hα)測定、連続撮像) 

• スカイモニターカメラの画像から天候を判断する畳み
込みニューラルネットワーク判別器



「スマートかなた」のデモビデオ



初期成果
Uemura+25

• 新星V4370 Oph の極大前の連続分光 

• TCP J17440698-2125195がマイク
ロレンズ現象と同定 

• （WZ Sge型矮新星の early 
superhumpの多色撮像：試験運用期
間から）



スマートかなたのせいめいへの展開
• 目標：WZ Sge型矮新星アウトバースト初期の撮像（かなた＋MITSuME?̶>
円盤形状）分光（せいめい̶>輝線輝度分布）同時観測

大量の 
突発現象

スマート 
かなた

追跡観測の有無・ 
適切な観測モード 

の意思決定

WZ Sge型 
矮新星かも？

せいめい望遠鏡 
分光 (R~2000?) 
連続観測：連星周期
(~80分)を数周期

かなた望遠鏡 
V & J 連続撮像 
連星周期(~80分)を 
数周期

ToO 
自動観測



頻度は？
• 2023年12月より運用開始。平均17日に1回の観測機会。 
• 自動観測の成功は３例（WZ Sge１例）。失敗が32例。失敗のうち約半分は天候不良で、もう半分は観測者不在。 
• 望遠鏡・カメラ立ち上げの自動化を検討中。 
• 約1/3が WZ Sge型矮新星候補なので、(平均17日に1回)x2x3 ~100日に1回（目標）



やらないといけないこと
• 「スマートかなた」の改修：かなた側で観測者不在時でも望遠鏡・カメラ立ち上げから自動で行う機能の
実装 

• これはかなた側の問題。今年度～来年度？ 

• 「スマートかなた」から「せいめい」(+MITSuME？）に情報を送り、自動観測するシステムの構築と、
そのテスト 

• できれば科研費（植村(代表)、磯貝(分担)、野上、加藤、前原）を通してからやりたい。来年度以降？ 

• 共同利用にプロポーザルを通す 

• 自動観測はシステムの構築・試験が終わってから。 

• 自動観測は初日だけ。翌日以降の観測や手動による初日の観測を含んだ観測提案はさっさと始める？
すでにやってる、とも言える？



まとめ
激変星の自律式観測システム「スマートかなた」の「せいめい」への拡張の可能性

• 激変星の自律式観測システム「スマートかなた」は2023年12月以降、かなた
望遠鏡で動いていて、初期成果もでてきた。 

• このシステムを「せいめい」にも拡張して、WZ Sge型矮新星のアウトバース
ト直後の「かなた」での撮像、「せいめい」での分光、の同時観測を狙いた
い。



Early superhump のトモグラフィー2種類を使った幻の先行研究

• 等高線：V455 And の多色光度曲線から
再構成された円盤の高さ 

• カラーマップ：WZ Sgeの輝線輪郭変動
から再構成された輝線の輝度分布 

• 盛り上がって高い部分と、輝度が高い部
分が、ずれている 

• 天体も違うし、極大からの時期も違う
し、比較に意味がないとして論文はリジ
ェクトされた。。。


